
連立方程式 ２・連立方程式の応用

３６ ３ 割合の問題（その４）

（１／３）■ 増減比較の問題② ■

増減比較の問題（特殊な問題）

●★解法の技術★の学習のしかた●
(1) 下の答案を理解し，「考え方」を覚えましょう。／覚えたら，.....
(2) 模範解答を見ないで，「理解のチェック」の問題を解いてみましょう。

（答案を見ながら書くと勉強になりません。一度，「考え方」を頭の中に入れることが大切です。)

★解法の技術★

ある学校の本年度の生徒数は７５２人で，昨年度にくらべると，男

女とも同人数の減少であった。これは男子では１０％，女子では１１

％の減少であった。

本年度の男子，女子の人数を求めよ。

【考え方】

・本年度の生徒数が分かっているので，１本目は本年度の生徒数の合計

を求める式を立てます。

・２本目は，本年度の「男子の減少数＝女子の減少数」で式を立てます。

(この部分がこれまでの式の立て方とはく異なる，この問題の特殊性です。)

★

昨年度の男子をχ人，女子をｙ人とし，数量関係を表に表すと，

男子 女子 合計

本年度生徒数 ０.９χ人 ０.８９ｙ人 ７５２人

本年度減少数 ０.１χ人 ＝ ０.１１ｙ人 ＊＊＊

＊増減の問題では，分数より小数のほうがわかりやすいので，小数を用いて，比べられる量を表します。

（次のページへつづく）Æ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №３６（１／３）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める 昨年度の男子をχ人，女子をｙ人とする。

２ 方程式を立てる ０.９χ＋０.８９ｙ＝７５２ …①

０.１χ＝０.１１ｙ …②

３ 方程式を解く ①と②を連立して解くと，

①×１００ ９０χ＋８９ｙ＝７５２００ …①'

②×１００ １０χ＝１１ｙ

１０χ－１１ｙ＝０ …②'

①'－②'×９

９０χ＋８９ｙ＝７５２００

－）９０χ－９９ｙ＝０

１８８ｙ＝７５２００

ｙ＝４００ …③

③を②'に代入する。

１０χ－１１×(４００)＝０

１０χ－４４００＝０より，χ＝４４０

よって，（χ，ｙ）＝（４４０，４００）

４ 問題の答を作る ・本年度の男子生徒数

(＋アルファ処理) ４４０人×０.９＝３９６人

・本年度の女子生徒数

４００人×０.８９＝３５６人

５ たしかめ ・本年度の男子と女子の生徒数の合計は，

３９６＋３５６＝７５２（人）

となり，問題に合っている。

・本年度の男女の減少数は，

男子 ４４０×０.１＝４４（人）

女子 ４００×０.１１＝４４（人）

と等しくなり，問題に合っている。

６ 答を書く 答 本年度男子 ３９６人，女子 ３５６人

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



連立方程式 ２・連立方程式の応用

３６ ３ 割合の問題（その４）

（２／３）■ 増減比較の問題② ■

◇《生徒数の増減比較（特殊問題）》 学力化 · ／ ，

★理解のチェック★

ある学校の本年度の生徒数は７５２人で，昨年度にくらべると，男

女とも同人数の減少であった。これは男子では１０％，女子では１１

％の減少であった。

本年度の男子，女子の人数を求めよ。

【考え方】

昨年度の男子をχ人，女子をｙ人とし，数量関係を表に表すと，

＝ ＊＊＊

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる …①

…②

３ 方程式を解く ①と②を連立して解くと，

＊計算のつづきは

次のページへ！

次のページへつづく）Æ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №３６（２／３）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ 問題の答を作る ・本年度の男子生徒数

(＋アルファ処理)

・本年度の女子生徒数

５ たしかめ ・本年度の男子と女子の生徒数の合計は，

となり，問題に合っている。

・本年度の男女の減少数は，

男子

女子

と等しくなり，問題に合っている。

６ 答を書く 答

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



連立方程式 ２・連立方程式の応用

３６ ３ 割合の問題（その４）

（３／３）■ 増減比較の問題② ■

◇《生徒数の増減比較（特殊問題）》 学力化 · ／ ，

★演習★【１】

Ａ店とＢ店があり，今月の２つの店の売上高合計は１２００万円であっ

た。Ａ，Ｂ店のそれぞれについて，先月の売上高と比較すると，Ａ店は

１０％の減少，Ｂ店は６％の増加であった。また，Ａ店の減少額とＢ店の

増加額とは同じであった。

今月のＡ店，Ｂ店の売上高を求めなさい。

【考え方】

先月のＡ店の売上高をχ万円，Ｂ店の売上高をｙ万円とし，数量関係を表に

表すと，

＝ ＊＊＊

［考える手順］ ［答 案］

１ 未知数を決める

２ 方程式を立てる …①

…②

３ 方程式を解く

＊計算のつづきは

次のページへ！

（次のページへつづく）Æ

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。



□□【連立方程式 №３６（３／３）】－〈２枚目／２枚〉

Æ（前のページからのつづき）

よって，（χ，ｙ）＝（ ， ）

４ 問題の答を作る

(＋アルファ処理)

５ たしかめ ・今月の２つの店の売上高合計は，

となり，問題に合っている。

・今月の各店の増減額は

Ａ店

Ｂ店

と等しくなり，問題に合っている。

６ 答を書く 答

■ ブラウザのバック矢印で前の文書に戻って下さい。




